
令和元年度高齢者医療運営円滑化等補助金における「レセプト・健診情報等を活用したデータヘルスの推進事業」実施概要 ①

【事業名】製造業の特性・健康課題に対応した保健指導の協働事業

ICT

１．事業の目的

製造業（工場勤務者・研究所勤務者）は、同一の職場、類似した環境（社員食堂・喫煙所）で、あまり外出せずに働くことが多く、全体的に健
康課題が多く、特に、肥満と不適切な食事習慣と喫煙率の高さが挙げられる。本コンソーシアムでは、『製造業の特性に合わせた若年層を含めた保
健指導（食事指導・禁煙支援）により早期に肥満を予防し、特定保健指導レベルの該当者を減らしていく』ことを目的に協働実施する。

【代表組合】アドバンテスト健康保険組合
（参加組合）アドバンテスト健保、フジクラ健保、日産化学健保、日本ゼオン健保

製造業の健康課題を協働で解決し、【アウトカム】肥満改善・禁煙成功→特定保健指導該当者減少を目指す。
このアウトカムは、健保組合共通の課題であるとともに、事業主とのコラボヘルス（健康づくりの相乗効果）の面からも達成していくことが必要である。
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２．事業の必要性と内容

製造業の健康課題（肥満・不適切な食事習慣・喫煙）

工場勤務者の特性（安全衛生） 研究所勤務者の特性（専門職）

事業の必要性（健康課題の解決）
製造業の特性に合わせ
パーソナライズした
食事指導・禁煙支援 特定保健指導レベルの該当者減少
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同じ健康課題を抱え、かつ、同じ仕組みでデータを活用した保健事業評価ができる健保によるコンソーシアムで協働実施する。

本コンソーシアムの協働開発・実施により、事業の効率化や質の高い効果検証、コスト抑制を可能にしたモデルを開発できる。

３．コンソーシアムの実施体制・役割分担

製造業健保によるコンソーシアム
アドバンテスト健保

機械業
フジクラ健保
金属業

日産化学健保
化学業

日本ゼオン健保
化学業

工場勤務者 工場勤務者 工場勤務者 工場勤務者 工場勤務者 研究所勤務者 研究所勤務者・・・・・・・・

保健指導サービス提供事業者（エス・エム・エス）

保健事業評価支援事業者（みずほ情報総研）
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＜健康づくりメニュー＞本事業の評価範囲
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【アウトカム】肥満改善・禁煙成功→特定保健指導該当者減少

コラボヘルスの相乗効果

継続した健康づくり
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４．協働開発・実施のメリット

横展開されやすく
質の高いモデル

サービス拡張性
製造業向け
コンテンツ開発

質の高い効果検証 コスト抑制事業の効率化
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